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部会長 の 部会員訪問
こんにちは！○○部会です。各部会の部会長が、それぞれの部会員を訪問。

部会員のみなさまの声をお伺いし、部会の魅力を伝えます。

電機・機械金属部会  編 電機・機械金属部会の村田部会長が「トスレック株式会社」を訪問し、三笠社長からお話をお伺いしました。

　電機・機械金属部会では、同部会所属の議員会社が
中心となり、講演会や先進企業の製造現場への見学会
を企画・開催しています。

右手前から三笠社長、村田部会長

今後の主な予定

今後の主な予定

１２月～１月頃 視察・交流会

2月頃　　　講演会

村田 恒夫
○○○件

（株式会社村田製作所 代表取締役社長）
（10月○日現在）

代表者／三笠 日郎
住　所／京都市南区吉祥院西ノ庄西中町46-2
TEL ／ 075-314-2418
事業内容／プリント基板の設計・製作・実装など

トスレック株式会社

【金融部会データ】
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金 融 部 会 編 布垣部会長が「京都府民共済生活協同組合」を訪問。浅見理事長からお話をお伺いしました。

 金融部会では、京都に赴任されてきた皆様、京都で事業をされて
いる皆様に、京都の歴史や文化に触れ、京都を好きになっていただ
く機会として視察会や交流会を実施しております。また、年に１回
程度ゴルフコンペも実施していますので、是非ともご参加ください。

左から浅見理事長、布垣部会長

布垣　豊
201件

（京都中央信用金庫 会長）
（10月27日現在）

代表者／浅見 榮子
住　所／京都市下京区五条通堺町東入北側
TEL ／ 075-361-0024
事業内容／生命共済、火災共済の保障業務

京都府民共済生活協同組合

　京都府民共済生活協同組合は、
京都府知事の認可を受けて、「京都
府民共済」のブランドで生命共済や
新型火災共済等の共済事業を展開
されています。
　浅見理事長に組合事業の特長を
お伺いすると、「地域に根ざした非営
利の生活協同組合として、府内にお
住まいの方、お勤めの方の暮らしの
安心を、助け合いの精神で支えてい
ます」とお答えいただきました。少
子高齢社会や人口減少によって共済
事業を取り巻く環境は大きく変化し

ていますが、「地域に密着した普及
職員が皆様のご相談にしっかり対応
することで、満足度を高めていきた
い」と、自らの強みに磨きをかけて
変化に対応しておられます。
　部会活動に対しては、「社寺の特
別拝観など、京都の魅力を再発見で
きる企画を楽しみに毎回参加してい
ます」と、今後も積極的な参加をお
約束いただきました。

　34年前にマンションの一室で産声
をあげた同社は、現在、プリント基
板等の企画から製造、メンテナンス
に至るまで社内一貫体制で顧客ニー
ズに対応し、スリランカの子会社と
ともに日本をはじめ世界のエレクトロ
ニクス業界の躍進を支えています。
　創業以来、大手取引先の急な方
針変更で幾度も直面した経営危機を
克服し、「何事も “気” が大事。生
き残るため “何でも屋” に徹し頑張っ
てきただけ」と謙遜する三笠社長。
村田部会長は「苦況を乗り越えられ

たのは的確な市場分析や品質への
こだわり、高い技術力が強みになっ
ているからこそ」と敬意を表しました。
　「今後、新たな洗浄殺菌技術の開
発を通じて医療・食品分野への本格
参入にも力を入れたい」「昨年はミャ
ンマーやインドネシアへの京商経済
視察団にも参加し、異業種の企業と
の交流を図ることが出来た」と語る
三笠社長に対して、村田部会長から
は「さらなる飛躍に向け、来年２月
のフィリピン経済視察団にも是非ご
参加を」と呼びかけしました。

第７回京商政策フォーラム
「活力創造都市・京都」の実現に向けて　「活力創造都市・京都」の実現に向けて　「活力創造都市・京都」の実現に向けて　

　第７回京商政策フォーラムを開催し、京都モデルの地方創生である
「京都創生」の実現に向けて、役員・議員や女性会、青年部の役員など
約１２０名の出席者が活発な議論を行いました。

　第７回京商政策フォーラムを開催し、京都モデルの地方創生である
「京都創生」の実現に向けて、役員・議員や女性会、青年部の役員など
約１２０名の出席者が活発な議論を行いました。

　本フォーラムは産業政策委員会が主管し、「ニュー京商ビジョン」に掲げる「意
見・提言活動の強化」を目的として平成２０年から開催しています。本所の役員・
議員等が一堂に会し、京都が直面している諸課題についての認識を深め、活発
な議論を行うことによって、今後の京都のあるべき姿を見出し、提言すること
を目指しています。
　８月４日に開催した７回目のフォーラムでは、全国で始動している「地方創生」
を踏まえて、全体テーマに「『活力創造都市・京都』の実現に向けて」を掲げ、
中小企業やまちづくり、人材育成をテーマとする３つの分科会に分かれて、京
都の発展に向けて求められる施策や経済界が果たすべき役割などについて討議
しました。
　本所では、今回の議論や産業政策委員会による総括をもとに、行政等への提言・
要望活動を展開してまいります。

各 分 科 会 総 括

すべての参加者が集った全体会場で、
京都の活力創造や各分科会のテーマに
ついて問題提起する堀場委員長。

その後３つの分科会に分かれて討議
し、その結果を全体会場で発表しました。

「中小企業の活力創造」～新たな価値や販路を生み出す知恵～第１分科会

中村 良平 氏（岡山大学大学院教授）

・「京都創生」の中心は、地域の産業と雇用を担い、生活に密着した商品やサービスを提供する中小企業である。
・高付加価値なものづくりを続けてきた京都企業の精神に磨きをかけ、新たな成長分野やマーケットに挑戦する企業を

数多く生み出すべきである。
・京都の外から稼ぐ力を強化し、稼いだ資金を地域で循環させることが重要である。
・「ものづくり」「観光」「文化」といった京都の強みを活かすとともに、分野を越えた連携によってクリエイティブな

商品やサービスを生み出すべきである。

テーマ

基調スピーチ

総　括

「魅力と活力あふれるまちづくり」～インバウンド 2000万人時代に向けた都市戦略～第 2 分科会

橋爪 紳也 氏（大阪府立大学２１世紀科学研究機構特別教授・同大学観光産業戦略研究所長）

・都市戦略として「観光」を位置づけ、交流人口や観光消費の増加を地域経済の成長に結びつけるべきである。
・本格的なインバウンド時代を見据えて、「世界交流首都・京都」の実現に取り組むべきである。
・国内外の観光客を魅了し、交流人口や定住者を増加させる京都の強みとして、１２００年続くまちづくりやものづくりの

知恵を継承していくべきである。
・観光の質を重視し、ソフト・ハード両面の整備を進めるべきである。
・京都ブランドの価値を高めるために、富裕層向けの最高級ホテルの誘致や公共ヘリポートの設置に取り組むべきである。
・住民の理解を得た上で、地域を絞った歩くまちづくり等を進めるべきである。

テーマ

基調スピーチ

総　括

「高付加価値を生み出す人材の育成」～若い世代の活躍を地域で育むために～第 3 分科会

平山 恭子 氏（一般社団法人 Future Skills Project 研究会 事務局長）

・高付加価値を生み出すのは、豊かな感性と主体性を持って変化に向き合い、多様な価値をつなぎイノベーションを起こす
「ハイブリッド型」の人材である。

・必要となる資質や能力は早い時期に学校教育で学ぶべきであり、産業界と教育界が当事者意識をもって連携を強化すべきである。
・競争力ある人材を地域で育むために、京都企業はインターンシップ等を積極的に活用すべきである。
・求める人材を獲得するために、中小企業は産学連携による人材育成を活用すべきである。
・「大学のまち」として、多くの学生が伝統産業など多様な分野の「ほんまもん」の魅力に触れる機会を創造し、長期的な視点

で京都顧客を育てていくべきである。

テーマ

基調スピーチ

総　括
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